
 
 

止まっているもの動いてい
るもの、小さなもの大きい
もの、遠くにあるもの近く
にあるものなど、いろいろ
なものを見る体験が、目に
よい刺激になる。 

 

 
テレビは正面から見る。いつも
横目で見ていると、視力に左右
差が出ることも。 
また、携帯ゲームなど狭い範囲
の平面画像を見続けることは、
目の負担になるので、乳幼児は
避ける。 
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スポーツの秋、収穫の秋、食欲の秋、子どもの体

力もぐんと伸びる時期ですね。楽しい経験を通して

健康な体をはぐくんでいきましょう。 

秋は、朝夕の気温差も激しいので風邪もひきや

すくなります。手洗い・うがいを行う習慣をつけ

ウイルスを寄せ付けないようにしましょう。 

テレビやゲームは時間を決めて 

 

２つの 10 を横に倒すと、まゆと目の形に見え

ることから、10 月 10 日は目の愛護デーとされ

ています。乳幼児期は、子どもの目がもっとも

育つ時期です。この機会に、子どもの「目」の

健康をあらためて見直してみましょう。 

 

10 月 10 日は目の愛護デー 

目をたいせつに 

□明るさ、暗さの 

メリハリある生活を 

日中は光を浴び 

夜は暗くして眠る 

□広い空間で体と目を 

 動かす機会を 

全身運動は眼球･視神

経・脳を促す。 

いろいろなものを見る体験を 

10 月 24 日で砂川市病児・病後児保育施設が開設し1 年になります。 

今月の保育室は、ヘンゼルとグレーテルの壁面になりました。 

今年は早めの流行の兆し！  

 

 

 
例年より早い流行なので

気をつけましょう！ 


